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あたらしい　おともだち
入学式の日、浅木小学校で

（巫三重）は龍善）i　　　＊4月、5月の税金＊

（）内は同月比

軽　自　動　車　税

固定資産税（第1期）

納　期

4月16日一4月30日

国民健康保険税（第1期）謹白＿6月1日
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遠賀面の
家計簿

蒜講88等蒜芋
肉付は6月定例議会で

◆◆◆一般会計◆◆◆
昭和62年度の遠賀町の予算が、3月の定例議会で決

まりました。
今年は統一地方選挙による町長の改選期に当るため

一般会計予算は義務的経費（維持補修費、扶助貴、人

件費、物件寅、補助貴など）を中心とした最小限の骨
格予算・23億9日57万6千円を計上しています。このため
一般会計予算を前年度と比べてみますと、33．6％の大

幅減となっていますが、改選後の6月定例議会で、い
ろいろな事業を盛り込んだ、政策的な予算が肉付けさ
れることになっており、最終的には前年度と肩を並べ
る額の予算が見込まれます。歳入、歳出の内容につい
ては、6月定例議会後に改めてお知らせいたします。

◆◆◆特別会計◆◆◆
特別会計予算は骨格予算ではなく、年同予算として

計上されています。内訳は、

国民健康保険事業　　5億5，698万2千円
農業共済事業　　　　　　4．063万8千円
住宅新築資金等貸付事業　3，943万4千円
霊園事業　　　　　　2億2，198万8千円
学校給食事業　　　1億4，668万1千円
老人保健事業　　　　6億9，684万8千円

となっており、6特別会計の総額は17億257万1千円で
前年度に比べて、1．396の伸びとなっています。
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強靭あ蕾め恭語呂p
5月10日（日）は母の日です

別
　
　
府

ま
つ
お
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ち
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ん
（
5
歳
）

東
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え
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第5園子ども祭

嶺山柚を書こね
担菖薦コボ＿一′〃

大好きな

おとうさんの絵募集

「父の日」特集として、大好きなおとうさ
んの絵を募集しています。対象は小学生未満
のお子さんです。絵の裏に　○簡単なおとう
さんの紹介文　○絵を描いた：人の住所と氏名、
年齢を書いて、5月20日までに役場広報係へ
申し込んでください。

み
ん
な
大
輔
と
び
の
練
習

▽
い
　
つ

▽
ど
こ
で

▽
主
　
催

▽
あ
そ
ぴ

し
た
か
な
？

今
年
も
．
遠
賀
町
番
ま
つ
り
．

第
五
回
子
と
も
祭
り
を
、
み
ん
な

で
集
ま
っ
て
に
ぎ
や
か
に
や
る
ん

だ
よ
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
か
去
年
と
は

ち
ょ
っ
ぴ
り
ち
か
う
ん
だ
。
何
が

あ
る
か
は
来
て
の
お
楽
し
み
。
お

と
う
さ
ん
、
お
か
あ
さ
ん
た
ち
や

と
も
だ
ち
と
い
っ
し
ょ
に
み
ん
な

で
遊
び
に
き
て
ネ
〃

5
月
5
日
（
子
ど
も
の
日
）

ュ
0
時
～
1
5
時
的
分

総
合
運
動
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド

「
子
と
も
祭
り
」
実
行
委
員
会

陸
上
カ
ー
一
一
パ
ル

出
場
者
募
集

ス
ポ
ー
ツ
リ
ー
蔓
－

募
案
じ
ま
す

・
午
前
集
団
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

（
大
縄
と
び
、
お
み
こ
し
）

・
午
後
　
コ
ー
ナ
ー
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

（
竹
と
ん
ぼ
、
手
作
り
だ
こ
、

魚
つ
か
み
、
紙
し
は
い
、
軽
食

ス
ナ
ッ
ク
ほ
か
）

く
わ
し
い
こ
と
は
教
育
委
員
会
社
会
鞍
育

闘
▽
日
　
時
　
5
月
2
4
日
（
日
）

開
会
式
　
9
時

競
技
開
始
　
9
時
5
0
分

▽
場
　
所
　
総
合
運
動
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド

▽
種
　
目

・
中
学
生
の
郵
（
学
年
別
）

男
子
　
M
m
、
仰
望
1
5
0
0
m
走

走
幅
跳
、
走
高
跳
、
砲
丸
投

女
子
　
1
0
0
桝
、
細
m
、
8
0
0
m
走

走
幅
跳
、
走
高
跳
、
砲
丸
毅

。
青
年
の
部
（
昭
和
3
2
年
4
月
1
日
以
降
の

出
生
者
）

男
子
　
抑
肋
、
仰
望
1
5
0
0
m
、

5
0
0
0
m
走
、
走
高
跳
、

走
幅
跳
、
砲
丸
投

女
子
　
1
0
0
m
、
卿
桝
、
脚
m
走
、
走
幅
跳

走
高
跳
、
砲
丸
毅

二
股
の
部
（
年
齢
制
限
な
し
）

男
子
　
恥
桝
、
4
0
0
m
走
、
走
幅
跳
、

走
高
跳
、
砲
丸
投

女
子
　
恥
が
走
、
走
幅
跳
、
走
高
跳
、

砲
丸
投

o
公
開
競
技

男
子
　
恥
が
、
5
0
0
0
m
走
、
走
幅
跳

砲
丸
技
を
学
年
と
年
齢
別
で
実
施

▽
出
場
制
限
一
人
一
意
目
以
内

▽
申
込
先
　
5
月
1
4
日
（
木
）
ま
で
に
動
労

者
体
育
セ
ン
タ
ー
へ

▽
そ
の
他
　
弁
当
を
持
参
く
だ
さ
い

町
民
ス
ポ
ー
ツ
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、

町
内
の
有
能
な
指
導
者
を
募
集
し
、
地
域
の

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
や
職
場
、
団
体
な
ど
で
ス

ポ
ー
ツ
行
事
を
開
催
す
る
際
の
ス
ポ
ー
ツ
指

導
者
と
し
て
登
録
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

応
莞
聖
の
方
は
五
月
十
五
日
ま
で
に

・
住
所
・
氏
名
・
年
齢
。
専
門
稲
目

・
経
験
年
数
・
宙
話
番
号
を
、
馨
委
員

会
社
会
教
育
課
、
舘
（
2
9
3
）
1
2
3
4

内
線
3
5
6
番
へ
こ
連
絡
く
だ
さ
る
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。

た
く
さ
ん
の
方
の
応
募
を
お
待
ち
し
て
い

ます。

こ
っ
ち
も
き
て
ね
藷
辞
民
磐
套
）

女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

町
民
の
皆
さ
ん
多
数
の
参
加
と
応
援
を
お

願
い
し
ま
す
。

▽
日
　
時
　
5
月
ュ
0
日
（
日
）

開
会
式
　
8
時
的
分

競
技
開
始
　
9
時

▽
場
　
所
　
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー
、

南
中
学
校
体
育
館

▽
議
授
方
法
　
予
選
は
リ
ー
グ
戦

決
勝
は
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
戦

参
加
数
で
後
日
決
定

▽
申
込
締
切
　
4
月
2
8
日
（
火
）

▽
申
込
場
所
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー

男
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

各
公
民
館
対
抗
窺
技
で
す
。
多
数
の
参
加

と
応
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

▽
日
　
時
　
5
月
3
1
日
（
日
）

開
会
式
　
8
時
0
0
分

競
技
開
始
　
9
時

▽
場
　
所
　
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ト

商
中
学
校
体
書
館

▽
麗
技
方
法
予
選
は
リ
ー
グ
戦

決
勝
は
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
戦

参
加
数
で
後
日
決
定

▽
申
込
締
切
　
5
月
ュ
9
日
（
火
）

▽
申
込
場
所
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー



第409号

農　地　区　分 �� �備　　　　　　　　　　　　　考 

田、畑、樹園 地等の別 �名　　称 �� ��適用地域の範囲 
作物名 � 

田 �平地第一地区 �33．000円 �水稲 �540k9 （9俵／反） �広波、今古賀、 － 

田 � �30．500円 （約1．6俵／反） �水稲 �510kg （8．51浅／反） � 

農地区分の地域範囲を示した農地区分図げ、農薬委貝会に備え鮎ナていますので、いつでも的寛できます。
改訂された標準小作料（小作料の標準額）は昭和62年4月から3年間通用されます。

身体障害者のみなさんに

青い鳥ハカキの無料配布
＞対　象　滴i6餞以上で、身体障害者手

帳1級、2級をお持ちの方
＞害毒布教　1人につき20枚

＞申込先　郵便I副こ身体緯智者手帳を持

参して申し込みください
＞締　切　昭和62年6月1日

詳しくは運賃川郵（更局gB C293）0042

におヨ尋ねください。

餌閥…
四⑱僅）－hU（

標
準
小
作
料
が
決
ま
り
ま
し
た

今
年
は
蟹
小
作
料
の
見
画
し
壱
行
う
年

（
三
年
こ
と
）
で
す
。
小
作
料
協
鱗
会
の
答

申
を
受
け
、
遠
賀
町
軽
業
委
員
会
は
今
ま
で

ど
お
り
据
置
く
こ
と
に
決
め
ま
し
た
。

税
率
小
作
料
は
、
借
り
手
の
経
営
を
圧
迫

せ
ず
、
か
つ
貸
し
手
に
も
納
得
さ
れ
る
も
の

と
し
て
の
契
約
の
目
安
と
な
る
も
の
で
す
。

小
作
料
の
頭
が
軽
小
作
料
の
韻
よ
り
も

三
〇
弟
以
上
高
い
場
合
に
は
、
盤
業
委
員
会

は
小
作
料
の
減
額
を
勧
告
す
る
こ
と
も
で
き

ます。ま
た
、
災
害
に
よ
る
不
作
の
年
で
、
小
作

料
の
額
が
収
穫
さ
れ
た
米
の
価
額
の
二
十
五

彩
（
畑
は
主
作
物
の
十
五
弟
）
を
超
え
る
と

き
は
、
借
り
手
は
小
作
料
の
減
額
を
詰
求
す

る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
詳
し
く
は
瑳
発
委
員

会
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

福
岡
県
謡
察
、
交
通
安
全
協

会
で
は
、
ナ
イ
ス
ド
ラ
イ
バ
ー

の
表
彰
の
申
請
受
付
を
し
て
い

ま
す
。
骸
当
さ
れ
る
方
は
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

▽
対
∴
象
交
通
法
令
を
よ
く

守
り
、
常
に
安
全

運
転
に
心
掛
け
、

永
年
無
疎
放
の
運
転
者
で
、
人

格
、
識
見
に
優
れ
他
の
運
転
者

の
模
範
と
し
て
安
全
運
転
の
推

進
に
大
き
な
功
績
の
あ
っ
た
人

▽
要
　
件
①
福
岡
県
に
住
み
、
現
に
自
動
車

の
運
転
に
従
郵
し
て
い
る
こ
と

⑪
普
通
免
許
以
上
（
軽
四
輪
限
定

免
許
を
除
く
）
の
免
許
を
受
け

て
い
る
こ
と

▽
逆
転
継
続
年
数
　
餉
葦
は
1
0
年
間
無
導
故

無
違
反
。
緑
十
字
、
金
華
な
ど

は
こ
の
他
に
要
件
あ
り

▽
申
込
期
限
　
6
月
2
0
日
（
土
）
ま
で

▽
詳
　
細
折
居
警
察
署
交
通
総
務
孫
へ

＄
（
6
9
⊥
）
0
3
3
1

危
険
物
取
扱
者
試
験
と
準
備
講
習
会

※
危
険
物
騒
抜
者
試
験

▽
試
験
日
　
6
月
2
1
日
（
日
）

▽
試
験
満
額
　
乙
種
（
第
一
類
－
第
四
類
）

丙
稲

▽
会
場
北
九
州
大
学

▽
厩
舎
受
付
場
所
と
受
付
期
間

・
遠
賀
郡
消
防
本
部

4
月
5
0
ロ
ー
5
月
ュ
3
日

。
北
九
州
市
消
防
局

5
月
1
4
日
～
5
月
⊥
5
日

受
験
願
書
は
、
遠
賀
郡
消
防
本
部

で
交
付
し
て
い
ま
す
。

※
受
験
準
備
議
習
会

▽
韻
宮
口
　
6
月
ェ
2
日
（
金
）

▽
場
　
所
　
中
闇
市
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

▽
受
　
付
　
遠
賀
郡
消
防
本
部
で

4
月
2
0
日
～
6
月
1
2
日
に

◎
詳
細
は
、
遠
賀
郡
消
防
本
部
予
防
係
ま
で

＄
（
2
9
3
）
1
2
3
1

野
草
教
室
告
募
集

野
草
教
室
を
開
催
し
ま
す
。
あ
な
た
も
自

然
と
お
と
も
だ
ち
に
な
り
ま
せ
ん
か
。

▽
期
　
間
　
5
月
～
ュ
2
月
（
8
月
は
休
み
）

の
毎
月
第
2
、
第
4
金
曜
日

ュ
2
回
コ
ー
ス

▽
時
　
間
　
1
3
時
5
0
分
－
ュ
5
時
5
0
分

▽
場
所
中
央
公
民
館
ま
た
は
野
外

▽
募
集
人
員
　
仰
人

▽
受
講
料
無
料
念
料
蛍
、
交
通
費
は
個

人
負
担
）

▽
試
験
区
分
　
専
門
、
I
類
、
Ⅲ
類
、
Ⅲ
類

▽
試
験
日
　
1
月
5
日
か
ら
区
分
別
に
実
施

▽
受
　
付
　
6
月
1
0
日
か
ら
区
分
別
に
受
付

▽
詳
　
細
東
京
消
防
庁
人
頭
邦
人
密
謀
、

千
代
田
区
大
手
町
1
の
3
の
5

甥
0
3
（
2
ュ
2
）
2
ュ
ー
ュ



℡⑱館の彿（6）

保護考としての責任感
－中学1年生の男の子がスーパーで万引をして

ガードマンに発見され、再診所に連れていかれまし

た。連絡を受けて駆けつけた母親は真っ先に「いく

らですか？」と◆盗品◆のl瞳段を聞きました。そして

財布を出してお金を払い、「これでいいんでしヨ」

と、あいさつもそこそこに、子供を連れてその場を

、土ち去ります。半ば、あっ気にとられて2人の後ろ

姿を見送るガードマンの耳に、次のような母親の言

葉が飛びこんできました。「どうせI叔るなら、もっ

とうまくやればよかったのに」と子供に向かって言

って－いるのです。ガードマンがすぐさま2人のもと

に駆けよったことはいうまでもありません。このま

ま帰しては後あとのためによくない、と思ったから

です。子供は酋薬で調査を受けました。

瀦母親の意外な言葉

このお母さんは、お金さえ払えば、一件落着タと考

えているようですが、こうすることが子供のためだ

と本気で思っているのです。人のものを盗むのはよ

くないことであり、どうしてわが子がそのようなこ

とをしたのか　　といった罪の悪諸姉こ思い悩むこと

も、それほどなさそうです。

万引で呼び出されたお母さんの多くが最初に口に

するのは、悪夕†にも「学？交や警察に遠！紹－されること

はないでしょうね9」であり、子供に対しては「こ

こだけの話にしておくからね。二度とこんなことは

しないでね」という、なぐさめ◆の言葉であることが

多いといいます。

1人の保綬者として、わが子の行為についての社

会的賢任感、罪の慈謡部ま二の次で、ひたすら子供を

かばい、お金で済ましてしまおうという思いが（憂先

するようです。

瀦罪責感のない子供

一方、子供の万引の原因は、興味本位（好奇心）

一頭のゲーム感覚、仲間がするから、スリルを求め

て　　などいろいろですが、春暁暮された少年に共通

しているのは、悪いことをしたという罪責感が忠誠

化されていないことです。彼らにとっては、店の人

に見つかったのは連が惑かったのであり、自分がヘ

マをしたからマズかった、にすぎないのです○

瀦共通する親と子の考え方

このように万引を例にとって見てきますと、親と

子の考え方がたいへんよく似ていることが分かりま

す。ややもすると大人は「いまの若いものは」と

宮いがちですが、その前に自らを顎みる気持ちの余

裕を持ちたいものです。親の考え方、価値観が子供
の窓韻に反映された結果の非行ではないのか－。

少年非行で問われているのは、実は、親の側かもし

れないのです。

岩　佐　驚　天

家庭ケースワーク研究所

長　束京都世田谷区教育

委員会生活指導相談員

今回から岩佐先生

のお話を、毎月25月

号にシリーズとして

掲載していきます○

他人の問題点はよ

く見えても、自分の

ことはあんがいわか

らないことが多いも

のです。これを機会

にもう一度見直しを

してみてはいかがで

しょう力、。

蕃
潮
過
ぎ
に
河
口
護
岸
組
む

中
里
i
代
女

風
光
る
陶
土
の
匂
ひ
日
の
匂
ひ

三
村
　
妙
子

落
籍
一
つ
の
坂
に
息
切
ら
す

末
永
キ
ミ
枝

露
座
仏
の
お
耳
ゆ
た
か
に
春
の
風玉

野
信
彦

人
形
を
選
ぶ
と
も
な
き
審
コ
ー
ト柴

田
と
も
手

羽
閣
胸
囲
閤
膠
V

河
中
　
指
蕗
∴
選

大
雪
の
積
れ
る
な
か
に
独
善
色
の
黄
の
水
仙

の
芽
吹
き
初
め
い
つ
　
　
　
福
田
カ
メ
ノ

薬
が
語
抱
き
て
芽
吹
く
ヒ
ヤ
シ
ン
ス
日
毎
に

花
茎
の
色
つ
き
て
ゆ
く
　
　
大
場
ト
シ
ミ

サ
ク
ラ
ン
ボ
の
ふ
ふ
む
小
枝
に
容
赦
な
き
辞

の
風
を
こ
も
り
て
悶
き
ぬ
　
高
崎
　
そ
の

郷
土
史
に
学
び
し
七
撥
の
変
遷
を
想
い
つ
つ

歩
む
遠
賀
川
橋
　
　
　
　
井
口
　
純
子

湖
速
さ
櫨
の
河
辺
に
住
め
ば
帝
弔
や
白
鳥
の

諺
つ
　
　
　
　
　
　
　
苦
悶
録
朗



拷ん松で裕こもり
背から女蛙の下半身の病気を治してくだざるとい

う淡島さまの大祭が、4月13日広漠でありました○

つめかけた人たちはおまいり毒したあと、みんなで

ごちそうを食べながら、遭‘問詰に花を口実かせ、にぎ

やかにお祭りを祝いました。

（広漠の未森さんからi聖経をいた：たきました○）

㌃題詞「1珊‾‾つこ‾‾‾‾‾　ii iiEi軍1宗麟遊子

．落人／γ　　－＞／ 

十　㌧∴士∴ �　／』ノ 珊灘＼壕灘国後－乙 

一 �　　　∴∴∴ヽ ∴∵　　∴∴∴∴ ∴∴，寄∴ 

卓球（団体）大会の結果
3月22日、広波力ヽ学校体育館で、第4回遠賀町民

体育大会卓球（団体）顕技が行なわれ、風を防ぐた

め閉めきった体育館でまさにQ熱駿ク　が展開されま

した。結果は次のとおりです。

擾　勝　浅木チーム

男・田中量産、谷川　寛

女・岩本ナセ、宮本亮子

準優優i　新町チーム

男・梶原l中一、篠騎　浩

女・梶原美恵・篠崎難字
‾‾‾∴m‾単r∴ 　　▼ �� 

88日 � 

望／， � 

、／、量 �　l t　∴閤：「 　　∴∴ 　／－裏J／＼ �� 
優勝した浅木チーム

お詣 抄暗
桜の花ふふきが舞う浅木の西光寺で、30数年ぶり

にお花祭りが解されました。本堂に集まった人たち

は、おしょうさんから花祭りの由来などのお話しを

聞いたあと、花かきりの中のお釈加さまの像にあま

茶をかけ、誕生を視いました。

（浅木の村田さんから避絹・壱いただきました：。）

逗 � �◆ ∴工ヽ一 
下へ 〉／ 

一㌧ r l L �ベ／ 、 ＼‾‾、〉 �：義一：「∴ 

子∴ 

保育園でも入園式
4月に入って、町内の各保育園、幼稚園で入園式

がありました。ちょっぴりI輔のお母さんとは大

ちかいで、子ともたちは元気いっぱい。

みんなでなかよくしようね○

im令」℡題目緑園陛L」騒 

Ⅵ〇〇〇日 ∴∴∴∴ミ ‡（真一／I ��　ー細田∵隷 雄藩翳※＼ 　完．二‾＼‾‾、－＿貰二二峯 　∴－●、－ 

／潔 � �藍 �・一時＼憲懸課題 

恕碑恥l掲よ
春の予欄のトップをきって、ツベルクリン反

応検査がありました。会場の中央公民館に、お母さ

んに手を引かれて集まった子ともたちは、先生の白

衣を見て獲薮雉な表′晴。でも、病気にならないためだ

から、しかたないよね．

∴：亨∴ �∴し こ。」㌧霊 il一恵藍、／ � �� � 
l 鷲 
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お 

閲晴
間

高
田⑮禽

東
洋
医
学
に
つ
い
て
㈲

折
尾
　
田
中
壷
職
人
調
医
慶
長
　
田
　
中
　
壮
　
介

東
洋
医
学
の
「
気
」
　
の
定
義
と

し
て
　
「
形
は
な
い
け
れ
ど
働
き
の

あ
る
も
の
」
で
、
全
身
を
め
ぐ
り

「
水
」
　
「
血
」
の
運
行
を
支
配
し

て
い
る
も
の
と
言
わ
れ
て
い
ま
す

が
、
西
洋
医
学
の
実
証
主
義
か
ら

み
る
と
理
解
に
苦
し
む
表
現
で
す

ね。
そ
れ
は
否
定
で
き
ま
せ
ん
。
昔
か
ら
「
病

は
気
か
ら
」
「
気
の
思
い
」
と
い
っ
て
い
る

よ
う
に
、
正
常
の
「
気
」
金
気
）
が
病
邪

（
邪
気
）
に
犯
さ
れ
た
婆
態
で
あ
る
と
理
解

さ
れ
て
い
ま
す
。
中
国
の
最
古
の
医
学
書
で

あ
る
黄
帝
内
緒
に
は
、
生
命
現
象
は
す
べ
て

「
気
」
の
あ
ら
わ
れ
と
言
っ
て
い
ま
す
。
そ

し
て
「
気
」
は
「
自
然
」
と
密
接
な
関
係
が

あ
り
、
自
然
に
従
う
こ
と
が
大
切
で
す
。
自

然
に
逆
ら
う
か
、
あ
る
い
は
自
然
現
象
の
影

響
で
病
気
が
発
生
す
る
の
で
す
。
従
っ
て
、

病
気
の
治
療
に
は
「
気
」
を
平
静
に
返
す
こ

と
で
あ
り
、
「
気
」
の
異
常
を
申
和
さ
せ
る

こ
と
で
す
。
漢
方
医
学
が
「
気
の
医
学
」
と

言
わ
れ
る
の
も
こ
う
い
う
却
員
が
あ
り
ま

す
。
「
気
」
の
状
態
が
人
間
の
生
死
に
い
か

に
園
係
す
る
か
は
、
近
頃
た
び
た
び
配
る
海

や
山
の
窺
事
故
を
考
え
る
と
よ
く
わ
か
り

ま
す
。
遭
難
者
は
身
体
的
損
傷
だ
け
で
死
亡

す
る
の
は
少
な
く
、
た
い
て
い
は
恐
怖
の
た

め
「
気
」
に
変
調
を
超
し
て
絶
望
感
の
た
め

死
亡
す
る
の
で
す
。
漢
方
を
「
気
」
の
医
学

と
言
つ
こ
と
は
、
「
意
識
を
も
っ
た
病
人
」

の
治
療
と
い
う
こ
と
で
す
。

だ
い
た
い
漢
法
医
学
の
「
気
」

の
考
え
方
が
わ
か
り
ま
し
た
。
「

気
」
の
運
行
が
阻
害
さ
れ
る
と
、

ど
ん
な
症
状
が
お
こ
り
ま
す
が
。

は
い
。
「
気
の
上
衝
」
と
「
気
の
藩
」

と
に
わ
け
ま
す
。

「
気
の
上
面
」
と
は
、
順
行
し
て
い
る
べ

き
「
気
」
が
、
上
方
に
衝
き
上
っ
て
、
よ
っ

て
下
の
方
に
行
か
な
く
な
る
と
い
う
状
態
で

す
。
「
気
」
が
上
に
衝
き
上
っ
て
し
き
つ
と

の
ぼ
せ
て
顔
が
ほ
て
り
、
ざ
ら
に
進
む
と
頭

痛
や
め
ま
い
、
動
悸
が
表
れ
て
き
ま
す
。

「
気
」
が
下
方
に
め
ぐ
ら
な
く
な
っ
た
の
で

血
液
の
順
行
も
さ
ま
た
け
ら
れ
、
多
く
の
盟

会
見
が
冷
え
ま
す
。
健
康
の
と
き
は
覇
は

冷
え
て
足
が
温
い
、
頭
寒
足
熱
と
い
い
、
「

気
」
の
上
衝
が
遼
き
る
と
逆
に
な
り
、
頭
戴

足
寒
と
い
い
、
俗
に
「
冷
え
の
ぼ
せ
」
、
「

の
ぼ
せ
冷
え
」
な
ど
と
言
わ
れ
ま
す
。

「
気
の
艇
聾
は
、
「
気
滞
」
ま
た
は
「

梅
角
気
」
な
ど
と
呼
ば
れ
、
何
か
が
咽
の
あ

た
り
に
つ
か
え
て
、
咳
は
ら
い
を
し
て
み
て

も
、
あ
る
い
は
唾
を
呑
み
込
ん
で
も
、
依
然

と
し
て
つ
か
え
た
ま
ま
で
、
気
持
が
悪
く
て

仕
方
が
な
い
。
漢
方
の
吉
富
に
は
「
之
を
駈

け
と
い
で
す
、
飲
め
ど
下
ら
ず
」
と
い
う
名

文
が
あ
り
ま
す
。
喘
息
や
撞
気
管
豪
の

と
き
や
、
ヒ
ス
テ
リ
ー
や
ノ
イ
ロ
ー
ゼ
に
よ

く
起
り
ま
す
。
最
近
の
よ
う
に
ガ
ン
が
多
く

な
る
と
、
ガ
ン
ノ
イ
ロ
ー
ゼ
の
状
態
で
こ
の

症
状
を
訴
え
る
人
が
多
く
な
っ
て
き
ま
し

た。

郵
便
局
の
巡
回

成
英
病
健
康
診
断

郵
便
局
で
は
、
低
料
金
の
成
人
病
健
康
診

断
（
問
診
、
身
体
計
測
、
血
圧
、
検
尿
、
検

便
、
レ
ン
ト
ゲ
ン
、
心
慮
園
、
血
液
一
般
、

血
液
倖
花
学
検
査
、
眼
底
検
査
）
を
行
な
い

ます。健
癖
で
明
る
い
生
活
の
た
め
、
日
頃
健
康

な
方
も
、
ぜ
ひ
受
診
く
だ
さ
い
。

▽
検
診
日
　
5
月
2
8
日
（
木
）

▽
時
　
間
　
9
時
か
ら

▽
場
所
遠
賀
町
公
民
館
別
館

▽
料
金
　
三
千
五
百
円
（
涌
鴛
は
一
万
四

千
円
く
ら
い
し
ま
す
）

▽
定
員
　
伽
人

▽
申
込
先
　
5
月
1
3
日
（
水
）
ま
で
に
遠
賀

川
郵
便
局
保
険
課
へ

＄
（
2
9
3
）
0
0
4
2
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5月のゴミ収集予定衰

国王署 �木片薫、竹頼、木の葉、魚などの パック、磯飯憲、精細、雄健、布 きれなど 

月曜日 と 木曜日 �暖波、通告、松ノ木、上別府、虫 生津、若葉台、芙蓉、東町、西町 老良 

火曜日 　と �別府、今古賀、遠賀川、新町、旧 
侍、中央、木守、浅木、東和苑、 

金　曜　日 � 

5月のし尿収集予定衰
収集日 �大型車収集地区 �小型車収集地区 

1（金） �西町、浅木の一都 �上別府（花園） 

2（土） �東町 �広渡 

6（水） �虫生津（新屋轍を含む）、 東町 �別府、木守、上別府の一都 

7（木） �月2回収集家庭 �月2回収集家庭 

8（金） �月2回収集家庭 �月2回収集家庭 

9（E �虫生津、木守 � 

14（木） � �別府、上別府（商家） 

6（土⊃ � � 

18（月） �遠賀川 � 

19（火） �遠賀川、新町 � 

0（水） �新町 �鬼津、別府、鬼津（小鳥掛） 千代丸 

1（木） �月2回収集家庭 �月2回収集家庭 

2（金） �新町 � 

3（土） � � 

5（月） � � 

6（火） �別府 � 

7（水） �尾崎、今古賀 � 

8（木） �上別府、木守、鬼津、若松 �老良 

9（金） �浅木 �尾崎（蝕喰） 

（土） �堂塔寺、道管、若葉台 �今古賀、島津 

鰹
廟
堂
衛
盤
の
ペ
∴
U
ジ

▽
期
　
日
　
5
月
田
口
（
月
）

▽
時
　
間
　
職
時
5
0
分
－
ュ
5
時
5
0
分

▽
場
　
所
　
役
場
保
健
室

▽
対
象
者
　
妊
産
婦

▽
内
　
容
　
産
前
産
後
の
過
し
方

妊
婦
体
操

▽
持
参
品
　
母
子
手
帳
受
領
の
方
は
、
印
鑑

▽
料
金
　
無
料

▽
期
　
日
　
5
月
⊥
2
日
（
火
）

▽
時
　
間
　
9
時
5
0
分
－
1
0
時
5
0
分

▽
場
　
所
　
中
央
公
民
館
　
和
室

▽
対
象
者
　
生
後
3
カ
月
～
6
カ
月
児

▽
持
参
品
母
子
手
腰
、
バ
ス
タ
オ
ル

▽
内
　
容
　
体
重
、
身
長
な
ど
測
定

離
乳
食
な
ど
指
導

小
児
ガ
ン
検
査
セ
ッ
ト
配
布

▽
料
　
金
　
無
料



上 調の逮欝調豊麗緒事轟
行事ICよっては持病中途からの参加ができなかったり、また、僧の参加者に迷惑勧母たりします．軍師C葉

めて、浸れはいよう化しましょう．

日 �○ �行　事　　内∴∴容 �時　　間 �実施会場i担当係名 ��対象や終了時間など ��繊　細 

1 �金 �三霞目琵合予防接謡 � �中央公民館 �保健衛生係 �生後24カ月一48カ月児 �� 

⑤ �火 �避賀町春まつり 第5回 � �遠賀総合 運動公園 �社会教育係 �中学生以下の子ども老中 ��4ページ o受付9 o開会式　0 �30・－ 

子とも祭り ��グラウンド ��衰l oお遊び10 。閉会式15 �00－ 15－i 30－ 

8 �金 �老人クラ　ブ会長会 �9：30－ �老人憩の家 �福　祉　係 �各地区老人クラブ会長 �� 

10 �日 �女子　バレーボール競技 �8：40－ �勤労者体育 センター 南中体育館 �体　育　係 � ��4ページ 

11 �月 �妊　　婦　　相　　談 � �役輔艦匡髄係 ��母子手帳受領者 妊産婦 ��9ページ 
心配∴こと相談 人　橋　枯　淡 � �公民館別館 �社会福祉協議会 福祉係 � �� 

12 �火 �乳　　児　　相　　談 � �中央公民館 �保健衛生係 �生後3カ月－6カ月児 ��9ページ 

14 �木 �民生児童委員会 � �役i∴∴暢 大会議室 �福　祉　係 �民生児童委員 �� 

もう一花を咲かせよう 

高齢者教室（寿大学）　　　　老　人　大　学　院 

受講生募集　　　　　　受　講　生　募　集 
高齢者の方々も集団で学び・　　　昭和62年度遠賀中間地区老人大学 

あなたの知恵袋を社会に生かし　　院講座受講生を募集しています。こ 

てください。　　　　　　　　　の講座は、老人大学詣座修了生に継 

特に・このような教室に参加　　続的、専門的な学習をしていただき 

iされたことのない方・ぜひこ参　　地域で指導者としての活躍を期待す 

加ください。　　　　　　　　　　　　るものです。 

♭開設者　遠賀町教育委員会　　　＞開設者　福岡県教育委員会、遠賀 

＞期　間　5月21日－11月5日　　　　　　　中間地区老人大学院請座 

月2回、木曜旧　　　　　　　　　　　運営委員会 
＞会　場　中央公民館　　　　　　＞潮　間　5月下旬から11月中旬ま 

＞対　象　町内在住の60犠以上　　　　　　　での毎週月曜日、20回 

の方　　　　　　　　＞会　場　芦屋町中央公民館 

＞募集数　約150人　　　　　　　＞対　象　遠賀・中間地区在住者で 

＞内　容◎教養コース（午前2　　　　　　老人大学誌座を修了し・ 

時間）　　　　　　　　　　継続的に受椅できる方 

◎選択コース（午後2∴＞募集数約100人 
時間）　　　　　　＞内　容◎選択コース（10時一成時） 

急激∴∴霧発券 
⑪歌謡曲（50人）　　　　　◎教養コース（13時－15時） 

④体育レク（30人）　p申込先　5月11日までに申込書 

＞申込先　5月10日までに中央　　　　　　C中央公民館にあります） 

公民館へ　　　　　　　　　　　を教育委員会社会教育課へ 

手話講習会の

お知らせ

あなたも強暴手話で話
しをしてみませんか。

現在遠蛮町では、同好者で手
話教室を開催していますが、
このたび、初心者「卸げの言講習

会を開催いたしますので、受
；溝を稀壁される方は、申込み
ください。

P期　間　5月7日（木）一
10月8日（木）ま
での毎重囲木曜日、
22回

＞時　間　19時一20時30分

＞会　場　中央公民館2階会
議室

＞講　師　中遠地区重職亜部会
副会長　太田和徳
先生

＞受話資格　力ヽ学？交5年宅圭以
上

＞受試料　テキスト代300円

＞主　催　遠賀手話教室
＞後　援　遠賀町教育委員会

＞申込先　運賃町役場内添田
正蟄衝く293）1
234または5月
7日6時20分から

会場でも受付をし
ます。


